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たらみ図書館だより 2026.1月号 

海からの贈りもの 

〒859-0406   
諫早市多良見町木床 2002 
TEL／0957-43-4611 
FAX／0957-43-4623 
ホームページ／

https://www.lib.isahaya.nagasaki.jp/ 

1 

 

月 

【開館時間】 
火～木・土・日／10:00～18:00 
金／12:00～20:00 

【休館日】 
月曜日・第３木曜日・平日の祝日 

カレンダー 

１day 上映会のご案内 

午前の部 午後の部 

１０時３０分～１１時５０分 

『大河ドラマが生まれた日』  

（２０２３年 日本） 

出演： 生田 斗真 、阿部 サダヲ ほか 

 

初めてテレビで大型時代劇に挑戦したテレビ

マンのハートウォーミングコメディー。 

１４時 00分～１6時 00分 

『老後の資金がありません！』  

（２０２１年 日本） 

出演： 天海 祐希 、草笛 光子 ほか 

 

老後資金２０００万円の問題に立ち向かうコメ

ディ映画。 

１月１６日（金） 

 会場：海のホール 

※入場無料・申込不要 

11 月 29 日から 12月 14 日まで、子ども
たちによるアート作品展やJAZZコンサート

が開催されました。作品の貸し出しを始め、 
ご協力いただいた皆様、どうもありがとうご

ざいました。 

「たらみ図書館アートフェスティバル」 

イベント報告 

たらみ図書館は下記期間中、蔵書

点検のためお休みいたします。 

（フリースペース等は利用可）   

ご不便をおかけしますが、ご協力

をお願いいたします。 

期間：２月１7日（火）～２月２0日（金） 

  蔵書点検のお知らせ 



Smile hope cafe 

 希望が丘高等特別支援学校の生徒さんに

よるカフェです。テイクアウトも OK 

１月 21日（水）・28日（水） 

 １０時３０分～１４時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新しく入った本 

超シルバー川柳  90歳以上のご長寿傑作選  みやぎシルバーネット／編ほか   河出書房新社            

能舞台歩いているよな爺と婆 かなわぬと知りつつ夢はまだ見てる フリーペーパー『みやぎシルバーネット』と河出

書房新社編集部あてに投稿された「シルバー川柳」の中から、90～102歳の人が作った 158句を収録する。 

ごちそうシネマ   映画とドラマのおいしい話   くみた あきこ／著    ＢＭＦＴ出版社 

「ローマの休日」のジェラート、「かもめ食堂」のおにぎり…。著者がこれまで観てきた映画・ドラマの中から、特

に心に残る印象的な料理や食シーンを紹介。イラストと作品情報も掲載。『dancyu』掲載などを加筆・修正。 

日本文化、寄り道の旅     彬子女王／著   扶桑社           

大英博物館の「日本」コレクション、海をわたった法隆寺金堂壁画、美術の裏側にあるもの、神道と

日本文化-。彬子女王殿下が大学などで講義されたものをまとめた、7 つの「特別講義」を収録。 

植民地時代の古本屋たち 樺太・台湾・朝鮮・満洲・中華民国-空白の庶民史  沖田 信悦／著  寿郎社 

米軍潜水艦が出没する海を渡り樺太までセドリにいく猛者がいた。朝鮮総督府払下げ品を買い込む目利きがいた。

外地に渡った古本屋たちの関係資料や証言を渉猟し、樺太、台湾、朝鮮、満州、華北などの古本屋事情をまとめる。 

日本の仰天道路   驚愕の道路光景 100+!     平沼 義之／著 ほか    実業之日本社 

天然の巨岩の穴をくぐる道路、トンネル内に分岐がある道路、歩道と水路が一体化している橋梁…。クルマやバイクで

走っていると時に出くわす、日本の驚愕の道路光景 100 以上を写真で紹介する。少し妙な標識たちも掲載。 

 

図書館員おすすめの本 

『わすれ貝』 
作 者 名 永田 和宏／著 
出 版 社 青磁社 

 

 

たらみ図書館 
イベント情報 
 たらみふれあいミニコンサート 

 

１月 17日（土）1１時 40分～１２時１０分 

海のホール 

赤ちゃんから楽しめるコンサートです。 

本書は細胞生物学者であり、歌人でもある著者の 16冊目の歌集です。 

大学教授の職を辞し、短歌会の代表を退いた著者が感じた自らの老い、病との闘

いの日々、日常を過ごす中でふとした時に思い出される、十年以上前に亡くなった

歌人でもある妻、河野裕子（かわのゆうこ）への募る想いが和歌に託されています。 

タイトルの「わすれ貝」は、二枚で一つの貝を夫婦に見立てており、失った片方で

ある妻を求める心の表れとなっています。 

※本の紹介は TRC「週刊新刊全点案内」 より抜粋。 


